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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第66期

第１四半期
連結累計期間

第67期
第１四半期
連結累計期間

第66期

会計期間
自　平成29年４月１日
至　平成29年６月30日

自　平成30年４月１日
至　平成30年６月30日

自　平成29年４月１日
至　平成30年３月31日

売上高 (千円) 11,673,055 12,665,509 49,782,265

経常利益 (千円) 361,898 487,325 2,005,883

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 236,301 328,888 1,309,424

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 233,571 305,301 1,350,508

純資産額 (千円) 15,648,523 16,284,110 16,641,482

総資産額 (千円) 27,178,827 29,314,887 29,827,165

１株当たり四半期(当期)
純利益

(円) 17.08 23.72 94.59

潜在株式調整後
１株当たり四半期(当期)
純利益

(円) 17.03 23.66 94.29

自己資本比率 (％) 57.6 55.5 55.8

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 230,607 △120,378 1,397,519

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △40,565 △29,686 △93,264

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △765,347 △19,247 △868,670

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 2,589,030 3,433,880 3,607,810
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．１株当たり四半期（当期）純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益の算定上の基礎とな

る普通株式の期中平均株式については、「株式給付信託（BBT）」の信託財産として資産管理サービス信託

銀行株式会社（信託Ｅ口）が所有する当社株式を控除対象の自己株式に含めて算出しております。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。

 また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】
　

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事

業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

なお、「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を当第１四半

期連結会計期間の期首から適用しており、財政状態の状況については、当該会計基準等を遡って適用した後の数値で

前連結会計年度との比較・分析を行っております。
　

(1) 財政状態及び経営成績の状況

（経営成績の分析）

当第１四半期連結累計期間（平成30年４月1日～平成30年６月30日）における当社グループを取り巻く景況は、米

国の通商政策による影響が懸念されたものの、国内経済においては企業収益の回復および雇用環境の改善が継続

し、景気は引き続き緩やかな回復基調で推移いたしました。

当社グループの主力販売先である電気機器・電子部品・産業機械業界では、人手不足を背景とした生産現場の省力

化・自動化へ向けた需要の高まりや、生産性向上に対応した設備投資が継続した結果、売上高は全般的に順調に推

移いたしました。特に、半導体・液晶製造装置関連の主要顧客におきましては、データセンターや自動車、産業機

器のメモリ需要の拡大による微細化・積層化投資や生産増が継続し、売上高は順調に推移いたしました。

こうした環境のもと、当社グループは「もの造りサポーティングカンパニー」として、顧客ニーズに直結した営業

活動や業務改善の推進による品質の更なる向上、商品安定供給のための在庫拡充等に加え、ロボット・ＩｏＴなど

成長市場への深耕を継続してまいりました。

以上の施策を実施することにより収益の確保に努めた結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は１２６億６５百

万円（前年同四半期比8.5％増）、営業利益は４億４百万円（前年同四半期比40.1％増）、経常利益は４億８７百

万円（前年同四半期比34.7％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は３億２８百万円（前年同四半期比39.2％

増）と前年同四半期に比べ増収増益となりました。

また、当社グループの商品分野別の売上高につきましては、次のとおりであります。

・ＦＡ機器分野

センサー、表示機器等が増加し、売上高は７５億３百万円（前年同四半期比10.7％増）となりました。

・情報・通信機器分野

ルーター、ＦＡコンピューター、ＯＡ機器等が増加し、売上高は１１億１１百万円（前年同四半期比11.7％増）

となりました。

・電子・デバイス機器分野

コネクター、半導体等が増加し、売上高は１４億３１百万円（前年同四半期比8.9％増）となりました。

・電設資材分野

環境配慮型商品、ケーブルアクセサリー等が増加し、売上高は２６億１８百万円（前年同四半期比1.3％増）と

なりました。

 

EDINET提出書類

スズデン株式会社(E02838)

四半期報告書

 3/19



 

（財政状態）

・資産

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べて５億１２百万円減少し、２９３億１４百万

円となりました。

流動資産は、前連結会計年度末に比べて３億５３百万円減少し、２１０億８９百万円となりました。

これは主に、商品の増加３億７１百万円、受取手形及び売掛金の減少５億１０百万円、有価証券の減少１億９９

百万円によるものであります。

固定資産は、前連結会計年度末に比べて１億５８百万円減少し、８２億２５百万円となりました。

・負債

当第１四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末に比べて１億５４百万円減少し、１３０億３０百万円

となりました。

流動負債は、前連結会計年度末に比べて６億３０百万円減少し、９６億８９百万円となりました。

これは主に、短期借入金の増加１億７４百万円、支払手形及び買掛金の減少１億５２百万円、未払法人税等の減

少４億２０百万円、賞与引当金の減少１億３５百万円、役員賞与引当金の減少９４百万円によるものでありま

す。

固定負債は、前連結会計年度末に比べて４億７５百万円増加し、３３億４１百万円となりました。

これは主に、長期借入金の増加４億７４百万円によるものであります。

・純資産

当第１四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末に比べて３億５７百万円減少し、１６２億８４百万

円となりました。

これは主に、当第１四半期連結累計期間の親会社株主に帰属する四半期純利益の計上３億２８百万円、未払配当

金の支払６億７１百万円によるものであります。なお、自己資本比率は55.5％となりました。

 

(2) キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末から１

億７３百万円減少し、３４億３３百万円となりました。当第１四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの

状況とそれらの要因は次のとおりであります。

・営業活動によるキャッシュ・フロー

営業活動の結果、資金は１億２０百万円の減少となりました。（前年同四半期における資金は２億３０百万円の増

加）

これは主に、税金等調整前四半期純利益４億９１百万円の増加要因、仕入債務の減少１億１９百万円、法人税等の

支払額４億６３百万円の減少要因によるものであります。

・投資活動によるキャッシュ・フロー

投資活動の結果、資金は２９百万円の減少となりました。（前年同四半期における資金は４０百万円の減少）

これは主に、有形固定資産の取得による支出３３百万円によるものであります。

・財務活動によるキャッシュ・フロー

財務活動の結果、資金は１９百万円の減少となりました。（前年同四半期における資金は７億６５百万円の減少）

これは主に、長期借入れによる収入１０億円、長期借入金の返済による支出３億５１百万円、配当金の支払額６億

７１百万円によるものであります。

 
(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題はあ

りません。

 

(4) 研究開発活動

該当事項はありません。
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３ 【経営上の重要な契約等】

（提出会社）

　　当第１四半期連結会計期間において、新たな経営上の重要な契約等は行われておりません。

　　なお、当第１四半期連結会計期間における、主な代理店契約は、次のとおりであります。

 相手先  契約締結年月日  主要取扱品目  契約期間 契約内容

 

オムロン株式会社
インダストリアル
オートメーション
ビ ジ ネ ス カ ン パ
ニー(IAB)

 平成22年４月１日  

PLC・スイッチ・センサ・リレー・タイ
マ・温度調節器・視覚認識装置・メカ
トロニクス関連機器、オンボード関連
商品

 
平成30年４月１日～
平成31年３月31日
(毎年度更新中）

販売店
(注)１

 

パナソニック株式
会社エコソリュー
ションズ社

 昭和38年12月１日  照明器具・配線器具・分電盤・配電盤  
平成30年４月１日～
平成31年３月31日
(毎年度更新中）

代理店
(注)２

 

日東工業株式会社  昭和29年４月１日  
受変電設備機器・分電盤・配電盤・
ボックス・システムラック

 
平成30年４月１日～
平成31年３月31日
(毎年度更新中）

代理店

 

(注) １．昭和32年７月１日に立石電機株式会社(現：オムロン株式会社)と特約店契約を締結し、平成22年４月１日よ

り、上記契約内容に変更となっております。

２．昭和38年12月１日に松下電工株式会社（現：パナソニック株式会社）と代理店契約を締結し、平成24年４月

１日より、上記契約内容に変更となっております。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 47,590,000

計 47,590,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成30年６月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成30年８月７日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 14,652,600 14,652,600
東京証券取引所
(市場第一部)

1.完全議決権株式であり、権
利内容に何ら限定のない当
社における標準となる株式

2.単元株式数は100株

計 14,652,600 14,652,600 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成30年４月１日～
平成30年６月30日

─ 14,652,600 ─ 1,819,230 ─ 1,527,493
 

 

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成30年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

① 【発行済株式】

　平成30年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)  
普通株式 663,300
 

―
1.権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式

2.単元株式数は100株

完全議決権株式(その他) 普通株式 13,986,900
 

139,869 同上

単元未満株式 普通株式 2,400
 

― １単元(100株)未満の株式

発行済株式総数 14,652,600 ― ―

総株主の議決権 ― 139,869 ―
 

(注)１．「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、株式会社証券保管振替機構名義の株式が1,000株含まれてお

ります。

また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数10個が含まれております。

２．「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式が13株含まれております。

３．資産管理サービス信託銀行株式会社（信託Ｅ口）が所有する当社株式125,200株（議決権の数1,252個）につ

きましては、「完全議決権株式(その他)」に含めて表示しております。

 

② 【自己株式等】

平成30年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数(株)

他人名義所有
株式数(株)

所有株式数の
合計(株)

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合(％)

(自己保有株式) 東京都文京区
湯島二丁目２番２号

663,300 ― 663,300 4.53
スズデン株式会社

計 ― 663,300 ― 663,300 4.53
 

(注)　資産管理サービス信託銀行株式会社（信託Ｅ口）が所有する当社株式125,200株（0.85％）は、上記自己株式に
含めておりません。

 
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第２項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成30年４月１日から平成

30年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成30年４月１日から平成30年６月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成30年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 3,428,815 3,454,880

  受取手形及び売掛金 ※1  12,420,396 ※1  11,910,307

  電子記録債権 ※1  2,752,039 ※1  2,910,335

  有価証券 199,994 ―

  商品 2,301,014 2,672,859

  その他 343,836 144,012

  貸倒引当金 △3,008 △2,941

  流動資産合計 21,443,088 21,089,453

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 3,295,795 3,254,858

   土地 3,911,613 3,911,613

   その他（純額） 110,517 108,051

   有形固定資産合計 7,317,925 7,274,524

  無形固定資産 95,354 89,297

  投資その他の資産   

   その他 992,942 883,682

   貸倒引当金 △22,145 △22,070

   投資その他の資産合計 970,797 861,612

  固定資産合計 8,384,077 8,225,433

 資産合計 29,827,165 29,314,887

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 ※1  4,641,633 ※1  4,489,542

  電子記録債務 ※1  2,811,232 ※1  2,842,291

  短期借入金 1,216,045 1,390,720

  未払法人税等 503,162 82,971

  賞与引当金 300,549 164,606

  役員賞与引当金 126,000 31,913

  その他 721,669 687,523

  流動負債合計 10,320,293 9,689,568

 固定負債   

  長期借入金 1,610,785 2,084,884

  役員株式給付引当金 20,695 22,434

  退職給付に係る負債 1,051,842 1,053,710

  その他 182,065 180,179

  固定負債合計 2,865,389 3,341,208

 負債合計 13,185,682 13,030,777
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成30年６月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,819,230 1,819,230

  資本剰余金 1,527,493 1,527,493

  利益剰余金 13,832,506 13,485,492

  自己株式 △680,416 △666,356

  株主資本合計 16,498,813 16,165,859

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 98,915 85,582

  為替換算調整勘定 28,306 21,245

  退職給付に係る調整累計額 12,773 9,581

  その他の包括利益累計額合計 139,995 116,409

 新株予約権 2,673 1,841

 純資産合計 16,641,482 16,284,110

負債純資産合計 29,827,165 29,314,887
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年６月30日)

売上高 11,673,055 12,665,509

売上原価 10,047,942 10,906,090

売上総利益 1,625,112 1,759,418

販売費及び一般管理費   

 荷造運搬費 124,751 135,026

 給料手当及び賞与 526,442 534,387

 株式報酬費用 2,867 1,738

 法定福利費 86,105 83,827

 退職給付費用 34,625 34,470

 賃借料 56,927 58,002

 減価償却費 57,849 52,747

 賞与引当金繰入額 125,085 164,984

 役員賞与引当金繰入額 22,000 31,913

 その他 299,753 257,861

 販売費及び一般管理費合計 1,336,408 1,354,959

営業利益 288,704 404,459

営業外収益   

 受取利息 326 294

 為替差益 ― 709

 受取配当金 6,486 8,395

 仕入割引 63,167 64,461

 その他 17,820 20,269

 営業外収益合計 87,801 94,130

営業外費用   

 支払利息 3,005 2,699

 手形売却損 2,498 2,914

 売上割引 3,365 2,183

 為替差損 1,840 ―

 減価償却費 3,714 3,383

 その他 181 83

 営業外費用合計 14,607 11,264

経常利益 361,898 487,325

特別利益   

 投資有価証券売却益 ― 4,414

 特別利益合計 ― 4,414

特別損失   

 固定資産除却損 22 ―

 投資有価証券売却損 5 ―

 特別損失合計 27 ―

税金等調整前四半期純利益 361,870 491,740

法人税、住民税及び事業税 39,408 65,939

法人税等調整額 86,160 96,911

法人税等合計 125,568 162,851

四半期純利益 236,301 328,888

非支配株主に帰属する四半期純利益 ― ―

親会社株主に帰属する四半期純利益 236,301 328,888
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年６月30日)

四半期純利益 236,301 328,888

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 6,932 △13,333

 為替換算調整勘定 △6,506 △7,060

 退職給付に係る調整額 △3,155 △3,192

 その他の包括利益合計 △2,730 △23,586

四半期包括利益 233,571 305,301

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 233,571 305,301

 非支配株主に係る四半期包括利益 ― ―
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 361,870 491,740

 減価償却費 61,564 56,131

 賞与引当金の増減額（△は減少） △110,562 △135,943

 役員賞与引当金の増減額（△は減少） △48,000 △94,087

 役員株式給付引当金の増減額（△は減少） 2,469 1,738

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △3,374 1,868

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,222 △142

 受取利息及び受取配当金 △6,813 △8,690

 支払利息 3,005 2,699

 投資有価証券売却損益（△は益） 5 △4,414

 売上債権の増減額（△は増加） 130,930 349,205

 たな卸資産の増減額（△は増加） △182,343 △372,682

 仕入債務の増減額（△は減少） △61,003 △119,659

 その他 435,863 169,397

 小計 582,388 337,162

 利息及び配当金の受取額 6,565 8,487

 利息の支払額 △2,924 △2,815

 法人税等の支払額 △355,422 △463,213

 営業活動によるキャッシュ・フロー 230,607 △120,378

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △12,474 △33,795

 無形固定資産の取得による支出 △16,175 ―

 投資有価証券の取得による支出 △14,035 △4,035

 投資有価証券の売却による収入 2,580 7,734

 敷金及び保証金の差入による支出 △1,127 △491

 敷金及び保証金の回収による収入 667 900

 投資活動によるキャッシュ・フロー △40,565 △29,686

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 長期借入れによる収入 ― 1,000,000

 長期借入金の返済による支出 △268,232 △351,054

 ファイナンス・リース債務の返済による支出 △11,651 △5,349

 配当金の支払額 △488,401 △671,485

 新株予約権の行使による株式の発行による収入 2,937 8,811

 その他 ― △169

 財務活動によるキャッシュ・フロー △765,347 △19,247

現金及び現金同等物に係る換算差額 △3,353 △4,617

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △578,659 △173,930

現金及び現金同等物の期首残高 3,167,689 3,607,810

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1  2,589,030 ※1  3,433,880
 

EDINET提出書類

スズデン株式会社(E02838)

四半期報告書

13/19



【注記事項】

(追加情報)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日 至 平成30年６月30日)

（『税効果会計に係る会計基準』の一部改正の適用）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を当第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債

の区分に表示しております。

 
（株式給付信託（BBT））

当社は、取締役及び執行役員に対し中長期に至る業績向上と企業価値の増大への貢献意識を高めるため、株式

報酬制度「株式給付信託（BBT）」を導入しております。

当該信託契約については、「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の取扱い」

（実務対応報告第30号 平成27年３月26日）に基づき会計処理しております。

① 取引の概要

本制度は、予め当社が定めた役員株式給付規程に基づき、一定の要件を満たした当社の取締役及び執行役員に

対し当社株式を給付する仕組みであります。

当社は取締役及び執行役員に対し、毎年業績に連動してポイントを付与し、退任時に当該付与ポイントに相当

する当社株式を給付いたします。取締役及び執行役員に対し給付する株式については、予め信託設定した金銭に

より将来分も含め取得し、信託財産として分別管理するものといたします。

② 信託に残存する自社の株式

信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により純資産の部に自己株式

として計上しております。当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、前連結会計年度末115,184千円、125千株、当

第１四半期連結会計期間末115,184千円、125千株であります。
 

 
(四半期連結貸借対照表関係)

※１ 四半期連結会計期間末日満期手形及び電子記録債権債務の会計処理については、手形交換日又は決済日をもって

決済処理しております。

なお、当第１四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形及

び電子記録債権債務が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

 

 
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成30年６月30日)

受取手形 378,586千円 301,684千円

電子記録債権 76,203千円 28,067千円

支払手形 99,430千円 78,011千円

電子記録債務 542,244千円 532,644千円
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)
　
※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとお

りであります。

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
至 平成30年６月30日)

現金及び預金 2,610,030千円 3,454,880千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △21,000千円 △21,000千円

現金及び現金同等物 2,589,030千円 3,433,880千円
 

 

(株主資本等関係)
　
前第１四半期連結累計期間(自　平成29年４月１日　至　平成29年６月30日)

　
１．配当金支払額

決議 株式の種類 配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年５月９日
取締役会

普通株式 488,401 35 平成29年３月31日 平成29年６月８日 利益剰余金
 

　（注）平成29年５月９日取締役会決議の配当金の総額には、資産管理サービス信託銀行株式会社（信託Ｅ口）が所有
する当社株式に対する配当金4,410千円が含まれております。

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの
　
　　　該当事項はありません。

 
当第１四半期連結累計期間(自　平成30年４月１日　至　平成30年６月30日)

　
１．配当金支払額

決議 株式の種類 配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年５月11日
取締役会

普通株式 671,485 48 平成30年３月31日 平成30年６月12日 利益剰余金
 

　（注）平成30年５月11日取締役会決議の配当金の総額には、資産管理サービス信託銀行株式会社（信託Ｅ口）が所有
する当社株式に対する配当金6,009千円が含まれております。

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの
　
　　　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自　平成29年４月１日　至　平成29年６月30日)

当社グループは、電機・電子部品販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　

当第１四半期連結累計期間(自 平成30年４月１日 至 平成30年６月30日)

当社グループは、電機・電子部品販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 
(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、

以下のとおりであります。

 

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
至 平成30年６月30日)

(1) １株当たり四半期純利益 17円08銭 23円72銭

    (算定上の基礎)   

   親会社株主に帰属する四半期純利益(千円) 236,301 328,888

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

   普通株式に係る親会社株主に帰属する
　　四半期純利益(千円)

236,301 328,888

    普通株式の期中平均株式数(株) 13,831,183 13,866,840

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 17円03銭 23円66銭

    (算定上の基礎)   

　　親会社株主に帰属する四半期純利益調整額（千円） ― ―

    普通株式増加数(株) 44,986 33,990

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前連結
会計年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

 

（注）株主資本において自己株式として計上されている信託に残存する自社の株式は、１株当たり四半期純利益及び

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めて

おります。

１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益の算定上、控除した当該自己株式の期中

平均株式数は前第１四半期連結累計期間1,321千株、当第１四半期連結累計期間785千株であります。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

平成30年５月11日開催の取締役会において、平成30年３月31日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり期

末配当を行うことを決議いたしました。

　①　配当金の総額　　　　　　　　　　　            671,485千円

　②　１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　48円

　③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　　平成30年６月12日

（注）配当金の総額には、資産管理サービス信託銀行株式会社（信託Ｅ口）が所有する当社株式に対する配当金

6,009千円が含まれております。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成30年８月３日

スズデン株式会社

取締役会  御中

 

有限責任監査法人トーマツ
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 井  出  正  弘 印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 濵  口       豊 印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているスズデン株式会

社の平成30年４月１日から平成31年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成30年４月１日から平成

30年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成30年４月１日から平成30年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・

フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、スズデン株式会社及び連結子会社の平成30年６月30日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示して

いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

 ２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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